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WGでの議論の概要

➢ 第3回WG（2月27日開催）

• 第5期実施競技選定におけるコンセプト案ついて協議
第4回WGでも引き続き協議

• 第5期実施競技選定の評価項目案について協議
第4回WGでも引き続き協議

➢ 第2回WG（12月22日開催）

• 第5期実施競技選定における選定基準案ついて協議
正式競技の基礎的条件について決定

• 第5期実施競技選定のコンセプト案について協議
第3回WGでも引き続き協議

• 第5期実施競技選定の評価項目案について協議
第3回WGでも引き続き協議



スポーツと、望む未来へ。
～スポーツの力で、人も社会も元気になる仕組みを“ともに”つくる～

国スポの活性化
【21世紀の国体像】
「国スポムーブメントの推進」を積極的に展開し、国スポが
「地域の活性化、スポーツ文化の浸透、アスリートの発掘・育成・強化」
に寄与することを目指す。

第5期実施競技選定
＜第5期競技選定のポイント（大項目）＞
① 国スポ及び競技会の活性化（競技会のインテグリティ確保を含む）
② ジュニア世代（18歳以下）の充実
③ 女性スポーツの推進
④ スポーツ医・科学サポートの充実
⑤ 国スポ及び競技会開催・運営能力
⑥ 社会課題解決に向けた取り組み

第5期実施競技選定 コンセプト案（第3回WG時点）

※第3回WG時点でのコンセプト案のため、今後修正等が生じることもある。



 

 

第 5 期実施競技選定における選定基準 

 
 第 86 回大会（2032 年）から第 88 回大会（2034 年）における実施競技選定については、以下に示す

内容により、総合的に評価を行う。 
 
＜正式競技の基礎的条件＞ 

国スポにおける正式競技については、次の１～３の事項すべてを満たしていること。 
なお、１～３の事項については、実施競技選定調査開始時（「実施競技選定調査開始時」とは、競技

団体への書面調査実施通知日をいう）までに満たしていなければならない。 
 

１．日本スポーツ協会（JSPO）加盟競技団体の競技 

(1) JSPO に加盟している競技団体の競技であること（準加盟は「正式競技」として実施しない）。 
(2) JSPO に加盟している競技団体が「公益財団法人日本スポーツ協会 加盟団体規程」第 11 条

（スポーツ団体ガバナンスコード＜中央競技団体向け＞に関する事項等）を遵守していること。 
 

２．中央競技団体支部組織 

中央競技団体支部組織について、次の条件をいずれも満たしていること。 
(1) 全国 47 都道府県支部組織が発足し、その支部組織全てが中央競技団体へ加盟していること。 
(2) 全国 47 都道府県支部組織が当該都道府県の体育・スポーツ協会へすべて加盟していること。 

 

３．国内外における競技の位置付け 

次の(1)、(2)のいずれかに該当する競技であること。 

(1) 国際的に普及し、より競技性が高く、国際競技力向上の一翼を担う競技であること。 

ただし、次の（A）、（B）のいずれかに該当する競技であること。 

（A） 第 33 回オリンピック競技大会（パリ）・第 34回オリンピック競技大会（ロサンゼルス）及

び第 25 回オリンピック冬季競技大会（ミラノ・コルティナダンペッツォ）での実施が決定し

ている競技であること。＊1) 

＊1）ただし、当該大会での実施が決定している種目を 1 つ以上、国スポにおいて実施すること。 
（B） 国際的に普及し、次の条件のうち 3つ以上を満たしている競技であること。 

a) 当該競技の国際的な組織（IF）が結成され、活動実態があること。 
b) 当該競技の国際的な組織（IF）へ加盟している国・地域の統括組織（NF）数が 50 以上で

あること。 
c) 当該競技の国際的な組織（IF）が、半世紀（50 年）以上の歴史を有していること。 
d) 第 20 回アジア競技大会（愛知・名古屋）での実施が決定している競技であること。 

(2) わが国古来の伝統的な競技であること。 

当該競技は、日本古来の伝統文化として、相応の歴史を有する競技（武道）であること。な

お、本項に該当する JSPO 加盟団体の競技は、以下のとおり。 

【該当競技＊2)】 相撲、柔道、弓道、剣道、空手道、銃剣道、なぎなた 

 ＊2）柔道については「項目(1)－(A)」の該当競技として扱う。 
 
※ 実施競技選定調査開始後、決定までの間に、コンプライアンス違反等にかかる処分、当該競技団体の

組織運営の変更等により上記１、２の基礎的条件を満たさなくなった場合、本実施競技選定の対象か

ら除外する。 
※ 決定後に基礎的条件を満たさなくなった場合は、国民スポーツ大会委員会で対応について協議する。 
 
＜評価方法及び評価項目並びに配点＞ 
※WG で検討中 
 



 

 

＜第 4 期と第 5 期の変更点＞ 
 

① 第 4期実施競技選定時の基礎的条件（スポーツ団体ガバナンスコード＜中央競技団体向け＞の遵守状

況の自己説明及び公表）については、 公益財団法人日本スポーツ協会 加盟団体規程第 11 条（スポー

ツ団体ガバナンスコード＜中央競技団体向け＞に関する事項等）を遵守していることに変更。 

 

② 対象となるオリンピック競技大会の変更。 

 

③ GAISF の解散に伴い、「当該競技の国際的な組織（IF）が、GAISF（旧スポーツアコード）に加盟して

いる団体の競技であること。」の条件を削除。 

 

④ 実施競技が決定していないため、「第 9回アジア冬季競技大会（ハルビン）で実施が決定している競

技であること。」の条件を削除。 

 

⑤ 実施競技決定後、基礎的条件を満たさなくなった時の対応は、国スポ委員会で協議することについて

追記。 
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